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1はじめに

地質年代学は天然の放射性同位体を利用して岩石等

の年代を求め地球の歴史に時間的な目盛を入れること

を目的とし地球科学の中では基礎的なしかも重要な研

究分野である･一方宇宙年代学は同位体を利用して太

陽系や宇宙の歴史元素の起源などの解明を行う分野で

ある.さらに同位体地学は天然における安定同位体の

組成変動を指標として地球上の諸現象を解明する分野

である.標記の国際会議は地質年代学宇宙年代学

同位体地学の研究分野をいっしょにして開催されるため

大変長い名称をもっているカミこれらの三分野はいずれ

も同位体を共通の研究対象としさらに主として質量分

析計や放射能測定器を共通の機器として使用するという

特徴があり各分野の研究者カミｰ堂に会する意義もこの

点にある.

この国際会議はほぼ4年毎に開催され毎回開催国が

関係機関を母体とする主催団体を組織している.1967

年にカナダで第1回会議が開催されて以来1969年スイ

ス1974年フランス1978年米国と行われてきた.こ

れまでの会議の概要を第1表に示した.第1回と第2

回は国際地学連合地質年代学委員会(IUGSSubcommis･

siononG.ochr.no1ogy)カミ主催して国際地質年代学会

議として開催されたが第3回のパリ会議からは宇宙年

三(技術部)･松久幸敬(鉱床部)

�歩�������

代学･同位体地学も加わった･そして回を重ねるごと

に参加者数は増加し1978年の米国での第4回会議は同

伴者を含めると450人に達し地学関係としてはかなり

大きな国際会議に発展してきた.

日本での開催の経緯については1973年に国際地質学

委員会から同委員会のメンバｰ国である日本において

近い将来開催してほしい旨の希望が伝えられた.そし

て1974年の第3回会議の折にやはり年代委員会から第

5回会議を日本で開催してほしいという強い要望カミ表明

された.これに対麻して地質学研究連絡委員会及び

日本地球化学会か日本開催問題を討議し日本地球化学

会は主催団体となることを承認した.そして1978年の

第4回会議の際に日本開催を正式に提案し総会にお

いて満場一致で承認された.日本地質学会も後に主催

団体に加わることを決定した.

日本開催に向けて1979年9月に本田雅健東大名誉教

授を委員長に45名から在る実行委員会カミ発足し地質調

査所地球化学課内に事務局カミ置かれた.1980年10月に

は宣伝用ポスタｰ(写真1)か出来上り1981年3月に

は第1回サｰキュラｰが発送され約500人から返事カミ

あった･さらに1981年11月には第2回サｰキュラｰカミ

また会議直前の1982年6月には第3回サｰキュラｰか発

送された(写真2)･

第1表第1～第4回地質年代学･宇宙年代学･同位体地質学国際会議の概要

因�場所�期日�参加国�参加者数(日本人)�発表論文数�巡検�出版物

1�カナダアルバｰタ大学�1967年6月ユ2～14日�13�83(1)�35�イェロｰナイフ�HGeochronoIogyofPrecam-brianStratifiedRocks"(C肌J且Sci.,Vol.1,Nα3.1968)

2�スイスチュｰリッヒ･ベルン大学�1969年8月29～9月4日�16�150(2)�74�中央アルプス(6日)�}GeochronologyofPhanerozoicOrogenicBelts"(Eclog.Geo1,He1丁,Vol.63,No.11970)

3�一フフンスパリ大学�1974年8月26～31日�23�200(2)�130�ピレネｰ･黒い山(7日)一�Abstracts

4�米国スノｰマス(コロラド)�1978年8月20～25日�28�350(20)�175�イェロｰストン(6日)コロラド(4日)�(USGSOpen-fileRept､,78-701.1978)

1.2回は地質年代学のみIUGSSubcommissiononGeochronology主催�
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写真2第5回会議のサｰキュラｰと要旨集

砂時計は第5回会議のシンボルマｰクである.これ

は砂時計の原理が放射性壊変のそれに似ているとこ

ろから採用された.

写真1第5回会議の宣伝用ポスタｰ

2会議の概要

第5回会議(FifthInt｡･n.tion.1Conf｡｡｡nc･･nG｡｡･

chronology,Cosmochrono1ogyandIsotopeGeo1ogy)は

1982年6月27目から7月2目まで栃木県目光市総合会

館で開催された｡開催に関係した機関は次のとおりで

ある.

主催:日本地球化学会･日本地質学会

共催:国際地学連合地質年代学委員会(IUGSSubco肚

浩�楯湯��捨�湯���

国際地球化学･宇宙化学協会(Int.m.ti.n.1

��捩慴楯湯��捨�楳��������

楓��

国際測地学･地球物理学連合国際火山学地球内

部化学協会(IUGGInt.mati.n.1Asso.iationof

��慮������楳��������物��

地球化学会(Geochemica1Society)

後援:日本学術会議

写真3

会議場となった

目先市総合会館

参加者は22ケ国から374名(うち同伴者43名)に達した

(第2表)･日本人参加者は163名であったので外国

人参加者の方カミ多くわが国で開催される国際会議とし

てはおそらく異例のものであった.アジアでの初めて

の会議ということでアジア諸国からの多数参加を期待

したか中国から12名の参加があった他は残念ながら

ごく少数であった､事前に提出された講演要旨224編

をまとめた430ぺ一ジに及ぶ要旨集が登録受付の際参加

者に渡された.会議の日程を第3表にまとめて示した

が実質的な発表･討論は6月28目から7月2目の5日

間にわたって行われた.最初に主催者側を代表して本

田実行委員会委員長カミ歓迎の挨拶を行いすぐひきつづ

いて招待講演に入った.その内容は

Dr.I.McDouga11(オｰストラリア国立大学):

r40Ar/39Ar年代スペクトル法の岩石に対する店

用｣�
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Dr.R.Davis(ブルックヘブン国立研究所):

｢太陽ニュｰトリノの実験｣

林忠四郎教授(京大):

｢惑星系の進化｣

であった.

その後3会場に分かれて217編の講演発表及び討論カミ

行われた.朝9時から夕6時まで30目の午后を除い

てぎっしりとつまったスケショｰノレであったが講演時

間は討論を含めて20分午前･午后のコｰヒｰブレイク

と2時間の昼休みがとってあり論文数が多い割には何

とか討論時間が確保されたといってよい.その代り会

場が3つになったため一部で聴衆が少くなったりせ

まいC会場に入り切らない程の人カミ集ったりという不都

合カミ生じた.発表論文の増加に従って会場数が増える

ことはやむを得たいと思われるが反面各自の専門以外

で興味のある講演が聞きにくくなるという欠点もあり

この問題は今後の検討課題である.

第2表第5回会議の参加者数

参加国�一般及び��

�学生会員�同伴者�

オｰストフリア�15�4�19

ベルギｰ�1��1

カナダ�18�4�22

中一国�12��12

デンマｰク�1�1�2

一フフンス�16�3�19

束ドイツ�1��1､

西ドイツ�16�5�21

インド�3��3

イタリア�3��3

日本�ユ59�4�163

韓国�1��1

ク三一ト�1��1

マレｰシア�1��1

メキシコ�3��3

オランダ�3��3

ニュｰジｰランド�1��1

サウジアラビア�2��2

スイス�1��1

英国�11��11

米国�55�22�77

ソ連�7��7

�㌱�㌉㌷�

3課題討論

今回の会議における特別課題の選定にあたっては第

1回サｰキユラｰにて広く意見カミ求められ多くの興味

写真4本田雅健実行委員会委員長の開会の挨拶

第3表会議の目程表

�6月27日(日)�6月28日(月)�6月29巳(火)�6月30日㈹�7月1日閑�7月2日㈱�会場

��招待講演�地質年代学:堆積岩�地質年代学･岩石成因論:火山岩一2�地質年代学･岩石成因論:深成岩一1�地殻･マントル進化一1�A

牛､前���地球の希ガスｰ1�同位体効果:変成作用マントル中の軽元素�字宙起源核種一1:加速器�地質年代学:放射能�B

���同位体効果:火成作用�隈石の変成�熱水作用�同イ立体水理学�C

��地域年代学一1�地質年代学:岩石成因論:火山岩一1��地質年代学･岩石成因論:深成岩一2�地殼･マントル進化二2�A

午後�登録�古環境�地球の希ガス��字宙起源核種一2:南極唄石､吉林唄右�地質年代学:新技術･フィッショントラック�B

��同位体異常�新技術･宇宙線効果��地域年代学一2�堆積環境�C

夜�カクテルパｰテｰ���教養講演会総会�晩さん会��

太字は課題討論�
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ある提案の中から次の4つのテｰマとオｰガナイザｰカミ

きめられた.

1･同位体にもとづく地殻･マントルの進化.

(オｰガナイザｰ:良.K.O-Mons)

2.地球の希ガス(F.A.Podosek,I.N.To1stikhin)

3.同位体と古環境(E.G.1imv)

4｡宇宙起源の核種(J.R.Amold,本目ヨ雄健)

CompstonandWiI1iamsは分解能のきわめて高いイ

オンマイクロプロｰブ質量分析計を試作しこれによっ

て個々のジルコン粒につきU-Pb年代とHf同位体

比をスポット測定することに成功した.そして正片麻

岩中のジルコン粒について3.8Gaという古い核をとり

かこんで2.5Gaの若い部分か成長しているという画

期的な研究例を示した.

これらのテｰマはいずれも年代･同位体地学の研究分

野で現在ホット族議論が放されているもので世界の第

一線の研究カミ多数参加した･課題討論の著者と演題を

第4表に示した.以下にそれぞれの課題についてのト

ピックス等について簡単に紹介する.

1)同位体にもとづく地殻･マントルの進化

このテｰマはまさしく年代･同位体地学界における最

大の関心事であり20編の論文が発表された.しかし

このテｰマは一般講演の中でもとりあげられ合計する

と58編集に全体の1/4がこの課題で占められたことにな

る.課題討論ではAllegre,DePao1o,Patchett,

Lugmair,O'Nions,Co伽pston等この分野での世界

の第一人者や若手の第一線研究者が参加してそれぞれ

新しい重要な研究成果を発表した.

今回の討論で目立ったことは従来から用いられてい

たSrPb同位体による研究に加えてNd同位体を用

いた研究カミ主流と狂ったことである.さらにO同位体

の研究も合わ世て地殻･マントルの進化を総合的に敢披

おうとする傾向カミより強くなった･Hf同位体を用い

た研究も新しく開発された手法で今回始めて研究発表

が行われた･次に発表された論文内容をいくつか紹介

しよう.

DePao1oandFarmerはNd-Sr同位体により米

国西南部産花商岩の起源を論じた.特にNd同位体比

(εNd)が東から酉に向って低くなることや基盤の年

代と関係があることなどを示しマントル物質に種々の

割合で地殻物質がまじって花商岩が生じたことを明らか

にした.花開岩による同様の研究はオｰストラリア東

部(McCo11och他)等についても行われた.O'Nions

他は色々放時代の堆積岩のSm-Nd同位体研究から

先カンブリア時代の堆積岩は堆積の時代よりそれ程合

く放い岩石を起源とするカミ顕生時代の堆積岩は古い地

殻物質に由来することを示し400Ma以降は新しい地

殻の生成は少なかったであろうと考えた.

Lu-Hf法の創始者であるPatchettは海洋玄武岩

や古い時代の岩石についてのHf同位体比('76且f/177Hf)

からマントルの進化や不均質性を論じた｡一方

SrO同位体を組み合わせた仕事は花筒岩類先カ

ンブリア･グラニュライトカルクアルカリ火山岩類の

起源物質をめぐって4編発表された.いずれも地殻

物質の寄与の重要性を指摘しているがいくつかの同位'

体を組み合せることによって(地質調査所グルｰプはこれ

にS同位体を組み合せた)単に地殻物質というだけでなく

それカミどのような岩石であるかをより具体的に論じる

試みが荏されている.

2)地球の希ガス

この課題討論はHeArNe等の希ガスの存在度や=

同位体組成から地球の起源･進化を議論する目的で手ナ

われた･ここ数年間に地球深部からの物質を含めて､､,･メ

色々な試料についての希ガスのデｰタが蓄積しつつ汐ヅ

この討論会は時期を得たものであった.特にわが国陣､

希ガスの研究が盛んで世界的にすぐれた業績をあげて

いる.1977年には日本で希ガスに関する国際セミナｰ

も開催された.

OzimaandZashuは亭個の南アフリカ産ダイアモン

ドの畠He/4Heを測定しその'うち1個カミ(2.36土α09)

×10-4という地球のどの物質より高く太陽系生成当時

の3He/4Heに近い値をもつことを示した.そしてこ

のダイアモンドはその当時のガスを封じ込んでいるもの

でおそらく地球生成と同じ時期に作られたものであろ

うと推定した.ダイアモンドの生成年代を何らかの年

代測定法で求めることができればこの推定が正しいか

どうかをきめることができる･現在地球上にて発見さ

れている最古の岩石は約38億年でありそれより古い岩

石は地球上では発見でき狂いのではないかともいわれて

いる･しかしダイアモンドの年代測定は地球の最古の

岩石･鉱物をさがすということにも関係した興味ある

問題である.

地球内部からの脱ガスの問題は地球生成初期の状態を

推定する上で重要でありこの問題の解決のために大気

中の希ガス特にアルゴンの同位体比(岨･/a周A･)の

時代変化を求める試みが以前から行われてきたがまだ

うまくいっていない･今回もTumerandJones添�



一26一

策4表課題討論の講演題目

1.同位体にもとづく地殻･マントルの進化

Auegre,α工:地質トレｰサｰによるマントルｰ地殻モデルのシ

'ステマテイクス

DePaolo,n工,Famar,αL.:Nd,Sr同位体研究にもとづく

米国南西都の中生代･第三紀花商岩の起源

Ha11iday,んN他:イギリス諸島のカレドニア花商岩の複合同仕

体による研究

Zha㎎,Z.■Q.,Ja}聰,R-M.:北部中国東ヘベイ地域の始生代グ

ラニュライトの地質年代学と地球化学

McCulloch,TM.他:東オｰストラリアタヌ'I曲帯の花商岩

のNd,Sr同位体

Azもel,I.,Tolst鮎in,I.:Sr-NdとAr陶同位体関係

P凱tchett,P工:H{同位体とマントル進仙

Kurasawa,旺他:デカン高原と西日本弧の火山岩類のSr.同位

体地球化学

Matsu}isa,Y二他:O,S,Sr同位体による日本の花筒岩の多様性

L㎎mair,GW,Macdougall,J.D.:海嶺玄武岩と大陸玄武岩と

.の違い

Deruelle,B一也:Sr-0同位体による南米アンデス碕岩の岩石成因

Collers㎝,K.n,McCu11och,M.T:ラブラドルのNd,Sr,Pb

同位体からみた始生代地殻の起源と進化

0'Ni㎝5,R.K.他:堆積サイクルと地殻の進化

Hawkeswor冊,C.J.他:ナミビアタ}ラ造山帯の研究からみた地

殻の進化

服wkeswor砒,C.J.他:南アメリカの後期原生代リソスフェア

Compst㎝,W,Winiams,I.S､:高分解能イオンマイクロプロｰ

ブによるジルコンコアの起源年代

Bivikova,E.Vl,Grin㎝ko,VA.:ソ連の先カンブリアグラニュ

ライトの地質年代学と｡同位体

亙1etcher,I.R.他:西オｰストラリアの始生代グリｰンストｰン

帯のNa同位体

G･dwi･,C.I.他:カナダコルディレラの原地性地帯の地殻Pb-

Pb生長曲線及び鉱床の成因と時代

仇rma,S.P:Sr,Nd同位体によるメキシコサカテカス鉱床地

域の珪長質火山作用の成因

2.地球の希ガス

Shukoljukov,γA･,To1stikhin,I･N･:大陸地殻の岩石･天然水･

ガスの希ガス同位体

Hayatsu,A,Waboso,αE一:岩石溶融物中の希ガス溶解度

曲yag㎝,H.,0zima,M.:玄武岩溶融物と結晶問の希ガスの分配

Nagao,だ,0gata,K:日本列島の火山･･温泉ガス中の.Neの

同位体分別異常

Za畑k,M;G.,Je伍ery,PM､:地球Neの同位体組成

脱yatsu;ん:北米東部の後期三畳紀岩脈の低い40Ar/36如比

Tu㎜er,d,J㎝e竃,αM.:チャｰト申の大気アルゴン

Lupt㎝,J.E一:大洋系の3Heと希ガス

Marti,K:地球型惑星の希カスリサｰバｰ

Ozima,M.,Zashu,S.一:ダイアモンド中の始源He

Hwa㎜g,G.,Ma㎜el,O,K:隈石トロイライト中の地球型Xeの

存在

Sa1to,K･:北上花商閃緑岩中の希ガス

Smi沁,S,P他:イ三日干ストン及びイタリア地熱田の希ガスと

その同位体組成

Kirsten,皿他:海底玄武岩とガラスの希ガス同位体システマテ

イクス

Kaneoka,I.,Takaoka,X:地球内部の希ガスの状態

Hart,R｡他:マントル･地殻･大気中のAr･Heの閉鎖系進化

Sano,Y他1日本の天然ガス中のHe同位体比

3.同位体と古環境

F6rste1,.H･,H枇zen,H･:地域的な気候のインディケイタｰと

しての水と生物物質の酸素同位体比.

Grinenko,VA､,Ivanov,M.γ:河川水の硫酸塩のイオウの起源.

Ra皿esh,R.,Bllattacllarya,S.KandGopalan,K:インド､

カシュミｰルの木の年輪のD/H及び13C/12Cとその気候

学的意味.

Takahashi,M.,Nakai,N､:中部日本の沿岸堆積物のコアの同位

体と地球化学による古環境の復元.

Nakai,N.,Mori,S.,O趾a,T｡:過去20,OOO年に亘る汽水域堆

積物中の有機物の決3CとC/N及び黄鉄鉱含有量からみた

気候と海水準の変動.

Galimov,lE.M.,Kod1na,L.A.:堆積岩中の有機物の炭素同位体

組成を支配する要因について.

Kitazato,H.,0ba,T･,Horibe,Y:最近の氷期以降の日本海

における古環境の変遷の解析.

Lein,A仙.:海洋堆積仰中のイオウの物質及び同位体収支(実

験結果から).

Hattor五,K.,Krouse,H.R1,Campもell,F.A.:原生代初期にお

ける大気酸素圧の変化一Hur㎝ianの堆積岩中のイオウ同位

体による証拠一.

Tan,Fα:安定同仕体の古環境への応用についての批判的論評.

4.宇宙起源の核種

Amold,J.R,:太陽系内物質にみられる宇宙線強度の記録.

Epstein,S.,:明石中の水素同位体組成.

El㎜ore,D.,:タンデム加速器質量分析法による氷のコア中の

36Clと湖沼堆積物中の10Be.

Kruse,丁旺他:噴石中の10Be.

Fi皿kel,R.,他:グリｰンランドのDYE-3からの氷のコア中にみ

られる宇宙起源の1oBeの時間変化.

Ku,TL,他:海洋地域におけるユ｡Beの研究.

Imamum,M.他:東京大学のタンデム加速器を用いた宇宙起源の

10Beの測定.

Anarews,皿R他:タンデム加速器を用いた南極噴石中の1里C含

有量の測定.

H㎝da,M.他:南極明石の宇宙線照射歴.

Nisトiizumi,K.他:南極限石と氷の中の宇宙起源核種.

E㎎lert,P他:噴石の宇宙線照射歴:長寿禽核種の深さへの存在

度変化.

Bra㎜,0一也:アランヒルズ78084および南極陽石中の希ガス

Takaoka,N.,:南極限石の宇宙線年代.

Ott,･江,Begeman,F･:ユレイライトのHajmahとYAMAT0

74123中の希ガス

0uya㎎,Z.,:吉林限石の宇宙起源核種と宇宙線照射歴.

0uya㎎,Z.,他:吉林隈石の宇宙線照射歴ともとの大きさ.

Pal,D.K,:吉林陽石中の宇宙線破砕核種.

Bra㎜,0.,他:吉林明石の金属中の宇宙線破砕希ガス

Pe11as,P,Bo口rot-Denise,M.:宇宙線トラック法による吉林

隈石の多重照射歴の解明.�



チャｰト中の大気アルゴン同位体の測定を試みたが先

カンブリア時代のものについてはやはり成功し粗かった.

しかし若い時代(150～50M･)のチャｰトでは{0Ar/36Ar

'が296.2土1.5で現在の大気アルゴンの値と誤差の

範囲内で一致した.一方HayatsuはK-Arアイ

ソクロン法を米国三畳紀岩脈に応用し年代と共に皇｡Ar

/36Ar初生比を求めそれが140～215でいずれも現在の

大気アルゴンの値よりもかなり低いことを発見した.

そして200Ma以前のマントルの{岨r/ヨ6Arは現在の

値より低かったと結論した一このことは地球脱ガスモ

デルを考える上で重大な制約を与えることになる.

狂お希ガスの課題討論で発表された論文は雑誌

Chemica1Geo1ogyの特別号として1983年中に公表され

る予定である.

3)同位体と古環境

このセッションでは11編の論文が発表された.この

分野は堆積物中の炭素酸素イオウ同位体比の変化

をインディケイタｰとして堆積環境や古気候海水温

等を論ずるもので安定同位体の地質学への応用のうち

最も早くから開かれた分野でありまた多くの成果を

上げてきた分野でもある.

オｰガナイザｰであるGa1imvは堆積環境(marine

かnon-marineか)を示すインディケイタｰとして一般

に用いられている堆積物中の有機物の1ヨ｡/12c比の問題

をとりあげ海洋源有機物は13Cに富み陸源有機物は

1国Cに乏しい(δユ℃<一25%)というのは必ずしもなり

たっていないことを示した.とくに先カンブリア時

代あるいは一部のジュラ～白亜紀の藻類を含む堆積

物中の有機物はしばしば1田Cに乏しい(一25～一35%).

彼によれば堆積物中の有機物はその起源となった生

物が鉱物質(シリカや炭酸塩)の殻を持っている場合は

続成作用の過程で比較的よくもとの13c/12c比が保たれ

るが藻類の場合には続成作用の過程で炭水化物や蛋

白質がこわれて1冒Cに乏しい脂質が残るためにたとえ

海洋源の場合でも13Cに乏しくなると考えられる.し

たカミって先カンブリア時代のように藻類の多い堆積

物ではこのことを考慮する必要がある.

Nakaiとその共同研究者は堆積物中の有機物の13c/

12c比｡/N比カミ陸源海洋源の有機物の寄与の割合

で決まることとさらに13c/i2c比は起源物質の生成

した気候(温度)によっても変化することにもとづいて

日本沿海の堆積物のボｰリング･コアから気候と海水

準の変化を推定した.日本付近の異なる場所のコアで

13c/12c比｡/N比をもとにした寒冷期(海退期)温暖

期(海進期)のサイクルは互いによい一致を示す

だ縄文海進熱田海進の時期は海水準も気候も一方

向に変化したのではなくいくつかの停滞期と海退期を

含んでいる.

Kitaz㎝o,ObaandHoribeは底棲浮遊性有孔

虫の180/ユ6o比から日本海の古環境(水温海水の同位体

比塩濃度)をみつもり多量の陸水の流入期(28,ooo～

19,oo0B.P.)親潮の流入期(19,oo0B,P.)対島海流の流

入期(8,oo0B.P.)を見出した.日本海が現在の環境に

在ったのは8,000B.P.である.

GrinenkoandIvano∀は地質時代を通じて海水中

の硫酸イオンのδヨ4Sが変化する要因を考察するため

河川水として海に流入するイオウ同位体比のフラックス

を推定した･その値は後背地の地質に支配されて

コｰカサスの十1･9%からアジアの十9.6%･まで変化する･

物質収支によってイオウの供給源の割合をみつもった･

Hat亡｡ri,KrouseandCampbe11はHuronianの堆

積岩中の黄鉄鉱がその最上部(～2.2b.y.)に来て初め

て0%｡からずれて大きくばらつきだすことを見出しそ

れは酸化的狂大気がこの頃生じたためであると考えた.

Ramesh,BhattacharyaandGopa1anはカシミｰル

の樹木の年輪(1905～1932)のセルロ､一スのD/H比13c/

12C比を測定し化石燃料からもたされるCO･の影響

降水をもたらす気団の進路の変化との関係を論じた.

またF6rstelandH砒zenは植物の組織の申の水

の180/16o比カミ冬期蒸発によって大きく変化すること

を見出し植物の組織に記録される同位体比は環境の

水の値そのものだけでなくこのようにして変化した組

織内の水の値を反映していることを指摘した.

4)宇宙起源の核種

もう一つの課題討論は宇宙生成核種に関するものであ

る.これは宇宙空間で隔石などが高エネルギｰの宇

宙線の照射を受けることにより特有の放射性又は安定

核種を生じ･ることを利用するものである･宇宙線照射

の結果隈石中のいくつかの元素は地球上のものとは

異った同位体比を持つことになる･それらの同位体比

を測定することにより1)明石の地上落下以前の大き

さや宇宙線に照射された期間(宇宙線照射年代)および

地上に落下した年代を知り得る.2)1)のような宇宙

物質や宇宙から降下した放射性核種(工0B｡･14C･島6C1など)

を含む地上の堆積物や氷などの年代測定ができる.3)

1)～2)の長期にわたる変化をしらべることにより地球

周辺の宇宙線強度の変化ひいては我が銀河系の構造発

達を知ることができる･そして最近このような極微量

物質の同位体比を測定するために注目をあびてきたのが�
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タンデム加速器を用いた分析法である･この超高感度

測定法の開発といくつかの応用研究もこの課題討論の話

題の中心をなしたものである.

まずJ.Amo1dは宇宙物質に対する宇宙線照射から

銀河宇宙線と太陽宇宙線の時代的変化を総括した･

S-Epsteinは明石中の水素同位体についての新しいデｰ

タｰを紹介した･D･E1mOreは世界のタンデム加速器

による質量分析の一つの中心である米国のロチェスタ

ｰ大学における2つの研究を発表した.一つは核実験

により島6C1が以前の100倍にも増えたこと二つめは湖

の堆積中の1.Beが1500ADと1700ADの間で2倍に増

えそれカミ太陽活動の静穏期と関係があることである.

R･Finke1らは過去3万年に近い時代をカバｰする氷の

コア中のioBeを分析すると太陽活動に関係する11年

周期の変動と更新世と完新世の境界で10Beが低下す

ることを報告した.

東京大学の今村氏を中心とする加速器グルｰプは名

古屋大学の中井氏を中心とするグルｰプとともに日本で

加速器を用いた極微章核種の測定を手カミけているが今

回その測定装置の開発と10Beの測定カミ発表された.

酉泉らは南極噴石中の53Mn10Be島6C1とともに氷

申の10Beと86C1を測定し南極のA11anHi11s地区

の氷は大和氷原の水より数十万年も古いことを発見し

牟･高岡は南極明石24個の宇宙線照射年代を出しそ

れが南極以外の明石と差がないことを示した.最近中

国に落下した巨大隠石である吉林明石については6編の

論文が発表された･世界中の多くの研究機関で宇宙線

生成核種カミ測定されこの明石は少くとも2回の宇宙線

照射歴があることカミわかった･各分析値は1回目は約

1000万年であることで一致を得たが2回目は測定手法に

より異った値を示している･

4一般講演

一般講演については地質年代学･宇宙年代学･同位

体地学の大き校3つの分野に分かれて発表が行われた.

1)地質年代学

本来の地質年代学は岩石の年代を測定して地史を組み

立てるという伝統的な分野で第1同第2回の会議

はこれだけで行われた.第34目においても主流を

占めてきた分野であるが今回は約30編で測定法や

フィッショィ･.トラック法を入れても40編に達しな

かった.またこれ幸で必ず課題討論の中に入ってい本

年代尺度についても論文発表カミなかった..これらのζ

とは現在の研究の動勢を端的に物語っている.

地質年代学分野では地域年代学堆積岩の年代測定

放射能を利用した年代測定(14CI｡法等)フィッシｰヨ

ン･トラック法新しい測定法について発表カミ行われた.

中でも堆積岩の年代測定に関しては8編の論文カミ発表さ

れこの問題の重要性について世界の研究者カミ大きな関

心をもっていることの現われであった.研究の一般的

な方向としては堆積岩中の細粒部分(～2μm以下)によ

るRb-Sr年代測定により堆積後の続成作用の年代が

求められることが明らかにされつつある.Morton

andLongは細粒部分で続成作用の粗粒部分で原岩の

年代が求められるという興味ある報告をした･Shiba-

taandMizutaniは珪質岩の全岩試料についてもRbi

Sr法により続成作用の年代が得られる例を化石のデ｣

タと対比させて報告した.

新しい年代測定法についてはTanakaandMasuda

が世界に先がけてLa-Ce法による年代測定法の開発と

これをアフリカBushveld複合岩体に適用した研究発表

を行い注目を集めた.Marsha11andDePaolo,0bra-

dovich他はK-Ca法による年代測定の報告を行い

Kの多い岩石に利用できることを示した.一方Krogh

他はジルコンに空気摩擦と改良された磁性選別を加え

ることにより不一致年代(disc･･d･nt･g･)を示す部分

を除く方法を開発し2700Maで土2Maという驚異的

な精度でU-Pb年代の測定カミできることを紹介した.

2)同位体地学

同位体地学はさらにいくつかのトピックスに分けられ

る.即ち①火成作用の過程における同位体分別②

変成作用における同位体分別③マントル中の軽元素の

同位体④熱水作用⑤同位体水理学である.この

うち①の火成作用と④の熱水作用がそれぞれ8編

9編の論文が寄せられ活発であった.

同位体分別に関する実験的研究は①火成作用のセッ

ションで発表されC1aytonか近年シカゴ大学で発展

しつつある鉱物間の酸素同位体分別の温度依存性につい

ての実験結果をレヴュｰした･またHamonは角

閃石類と水の間の水素同位体分別についてのスコット

ランド･グルｰプの成果を発表した･Suzuokiand

Epsteinによって見出された鉱物と水の水素同位体分

別と6配位の陽イオンとの単純な関係は角閃石類では

狂りたっていない.これは角閃石ではAサイトの

陽イオンがO-H振動に影響しているためと考えられる･

①火成作用のセッションでは課題討論のテｰマのひ�
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とつであるr同位体にもとづく地殻･マントルの進化｣

に関連した論文一花闇岩類火山岩類のOSr同位

体を扱ったもの一カミ3編発表された･他に海嶺玄

武岩の変質と酸素･水素同位体火山作用におけるイオ

ウ同位体を論じた発表カミあった･

②変成作用では変成流体やグラファイト炭酸塩の

炭素同位体と変成作用における同位体分別を扱った論文

カミ目立った(たとえばWadaによる方解石一グラファイト地

質温度計).

③マントル中の軽元素の同位体ではマントル中にお

ける炭素の存在状態とその同位体分別に議論が集中した.

現実にCO･inc1usionやグラファイトとしてオリビンや

玄武岩からとり出される炭素が炭素のサイクルのどの

段階で形成されたものか問題カミ残る.量的にも同

位体比からもマントノレの炭素にはリサイクノレを考慮し

た方がよさそうである.Beckerはダイアモンド中

のチッ素同位体比を精密に測定しi喬Nに富むものが

君Heにも富む傾向を見出し初生ヘリウムと重チッ素の

相関を指摘した一

④熱水作用では地熱活動地域の安定同位体に関する

研究が4編(マリアナ･トラフ大沼チベットニュｰジｰ

ランド)溶液中の硫酸塩と水の間の酸素同位体交換反応

速度に関する実験的研究が1編安定同位体による鉱化

作用の研究が4編(日本のタングステン鉱床串木野金銀脈

エル･テニエンテ中国の鉛･亜鉛)発表された.Hulston

はニュｰジｰランドのMokai地熱地帯で種々の異

たる同位体地質温度計で温度を見積り得られた温度の

バラツキがそれぞれの系の平衡到達速度の違いによるこ

と｣D(H｡一H.O)が最もよい温度計となることを見出し

た･MorishitaandMatsuhisaは金銀脈中の方解石の

13c/12c比が熱水溶液の温度とpHをよく反映している

ことを見出した.

⑤同位体水理学では中部日本での降水の酸素･水素

同位体比のCraig-1ineからのずれと降水をもたらす

気団の季節による変化との関係を論じた論文が2編発表

された｡冬季の日本海側の降水はCraig-lineからの

ずれが大きくまた比較的180Dに富んでいる.こ

のことは冬季に日本海で低温での蒸発が急激に起きて

いることを示唆している.ShigenoandAbeは八

橋油田の層間水のi80/ユ6o比がD/H比｡1濃度と逆相

関することを見出しそれを地層内の温度変化と脱水

反応水･岩石相互反店で説明した.Dansgaardは

深度2035mで基盤まで達したグリｰンランドの氷床の

コアについて安定同位体比のプロファイルと深海底ボ

ｰリング･コアとの対比を発表した.氷床のコアは

pre-Holoceneの年代目盛と環境変化の連続したよい記

録を保持している.なおDansgaardは会期中金谷

ホテルでグリｰンランドの氷床コア･サンプリング･

プロジェクトの記録映画を披露した･

3)宇宙起源核種

一般講演では最近話題になっている初期太陽系に

おける同位体比異常の研究発表が多くなされた.T.

LeeandF.Teraにより5茗Mnに由来する53CrT.Shi-

mamuraandGILugmairにより超新星内でできると

考えられる周4NiW.StegmanandS.Spechtにより

Leo∀i11e明石中の26Alに由来する26Mgの検出が試み

られたがいずれも地球のものと有意の差を見い出し

得なかった.しかしN.NishimuraandJ.Okanoは

A11ende明石中のA1に乏しい部分についてイオンマイ

クロプロｰブを用い24Mgに富む部分があることを発

見した.おそらく太陽系以前の核合成で純粋な24Mg

か作られ十分な混合カミ行なわれず現在に到ったと思

われる｡P.K.Kuroaaはそのような同位体比異常

が太陽系外物質に曲るものではなく太陽系内の宇宙

線の初期照射によるものであるとの持論を発表した.

写真5ポスタｰセッション会場�
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写真6

質量分析計の展示

5その他の行事

会議に合わせてフィッション･トラック年代測定のワ

ｰクショップが開催された.コンビｰナｰは京大の西

村進博士で6月30目の午後から夜にかけて行われ約40

人が参加し16編の論文が発表された.また教養講演会

では国立文化財研究所の馬渕久夫博士がr銅鐸のPb

同位体による日本の古代吏｣という題で講演を行った.

これはPb同位体比の相異から銅鐸の由来をさぐる研究

をやさしく解説したもので日本の古代史と同位体の意

外な利用法の紹介という点で大変好評であった.

今回の会議ではこれまでになかった色々な新しい催

しや試みが行われた.例えばArmstrong博士によ

るr放射起源同位体デｰタバンク｣というテｰマのポス

タｰセッションが開かれ(写真5)年代や同位体に関す

るデｰタの収集や整理の方法等について意見の交換カミ

たされた.この国際会議も参加者が増えた現状では

講演数をあまりふやさないでポスタｰセッツヨション

をもっと活用したらどうかと思われる.

質量分析計やマイコンが展示されたのも今回が初めて

のことである(写真6).特に質量分析計はFi台nigan

MAT杜が固体用と軽元素同位体比用の2台を会議直前

にドイツから空輸しわすか2日間で調整をすませて開

会の目には試料の測定を始めるというは狂れ業をやり

大変な人気を集めた.V.G.IsotOpe杜はマイコンによ

る質量分析計用ソフトウェアの紹介を行いデｰレダイ

ン･ジャパン社は年代測定業務の紹介を行った.
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第1図

会期中毎目発行された新聞r目先クロニグノレ｣�
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会期中目刊紙r目先クロニクル｣(第1図)が発行され

たのも面白い試みであった･これは運営委員会からの

正式な会議案内の他に講演の変更行事の案内さら

に参加者のインタビュｰ等を盛り込んだものである.

特に漢字の曜日の由来を解説した小記事が外国人を喜ば

せた.

外国からの参加者へのサｰビスとして同伴者に対し

てお花お茶小学校見学鹿沼の盆栽見学が用意され

延べ200人以上カミ参加した.

総会では次回(第6回)開催国の決定が主校議題であ

った一当目までにオランダオｰストラリアン連

英国の4ケ国か立候補し総会では各国代表が一応招待

演説を行ったか投票等によらず英国にきまった.

1896年には英国ケンブリッジで第6回会議が開催され

ることにきまった.

6見学旅行

目光での会議終了後目本の地質の理解の為に2コ

ｰスの見学旅行が実施された.巡検Aは5泊6目で

中部日本を横断するという主に花闇岩と変成岩に重点

をおいたものであり巡検Bは富士･箱根･伊豆半島

を3泊4目でまわる主に新生代の火山及び火山岩類そ

れに伴う熱水系に重点をおいたものであった.

エキスカｰションA(中部目本横断)

7月3目(土)㌧8目(木)

このコｰスは特に西南日本を代表する基盤岩類を概観

できるように計画された.すなわち愛知県新城から

出発して三波川帯領家帯を見学し名古屋経由で

濃飛流紋岩秩父帯飛騨外縁帯から飛騨帯を見学する

コｰスである.5泊6目の予定で費用は1人13万円

とした.

参加者は6ケ国21名であった.まずアメリカから

Epstein教授夫妻Friedman博士夫妻立本博士夫妻

Powe11博士Russ博士オｰストラリアからRichards

博士夫妻C011erson博士COoper博士Page博士

Liew博士カナダからGodwin博士夫妻とRoddick

博士オランダからKreu1en博士サウジアラビアか

らGazzaz教授とAbde1博士日本から河野博士であ

る.案内者として日本の基盤岩年代学を代表する地

質調査所の野沢保主任研究官を団長とし愛知教育大学

の仲井豊教授濃飛の主として山田直利課長ストロン

チウム同位体の白波瀬輝夫主研神岡鉱山の塚越課長岐

阜大学の小井戸由光氏地質調査所の原山智技官と筆者

(田中)カミ同行した.
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第2図エキスカｰションAの見学コｰス

7月3目目光での前目午後6時までの激しい討論も

ものかは朝8時の予定時刻には21各全員カミ新橋第一ホ

テルを出発する･東京の人と車の多さとパスの運転技

術のみごとさPに感嘆しながら首都高速から東名に

入る.今回の見学旅行においては7月始めという時節

柄雨を景も心配していたか先週の学会期間に引き続

き今日も快晴だ誰の功徳であろうか?大した渋滞

もたく和気あいあいの内に神奈川県西部にさしかかる.

北に丹沢山塊南に箱根外輪山を望み道路も右に左に

カｰブする興になると野沢リｰダｰの車窓地質案内も

一段1と滑らかさを増したようである.

足柄をすぎ富士が前方に立ちはだかるように現われ

ると皆一様にカメラのシャッタｰを切る.雪こそ無い

が7月にしてはめずらしい程の青空にくっきりとその

雄姿が仰がれる･富士市のパルプ工場からの臭気トン

ネノレを抜け一気に四万十帯に入る.富士川大井川

と日本の名だたる大河川も例年になく水が少なく外�
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国の人達には小川に思えたかも知れない.しかし延々

と車窓に連らなる水田と青々として鳳にだ狂びく稲は

緑ゆたかな日本の印象を十分に与えたようである.小

笠パｰキングエリアで小休止ののち掛川浜松と過ぎ

ていく.野沢リｰダｰの説明は地質に留まらずオ

ｰトバイやピアノといった近代目本産業の立地論から中

世の歴史にまで及ぶ.

豊川インタｰから国道151号線に下り新城のレスト

プラザ桜渕でやや遅めの昼食と校る.桜渕はその名の

とおり豊川の流れが湖を放す所で左岸側に三波川変

成岩に属する緑色片岩や石灰岩をはさむ石英片岩が分布

し右岸側には段丘を隔ててミロナイト化した領家花商

岩がみられる･ここで愛知教育大学の仲井豊教授カミ

地質図や化学分析値から年代測定値を含む豊富な資料に

基づき右に左にと縦横の説明をくり広げる.今日

のこの目のために地球化学課の富樫氏により新らしく

分析された緑色片岩の分析値も披露された.全員右

手にジュｰスとノ･ンマｰを左手にノ･ンバｰガｰやサン

ドイッチを抱え解説に耳をそばだてる.

しばしの休息ののちバスで約5km長篠へ移動.

清井田で中央構造線の大露頭を見学する･西方上位に

領家帯の新城花開岩東方下位に黒色･緑色の片岩カミ分

布する.世界の名だたる構造線において現在なお活

動している部分を含む大断層を目のあたりにし構造運

動と花開岩や変成岩の時代関係と日本列島の構造発達

吏に議論が集中した.

野外での激論に引きずられ予定時刻を大巾に廻って

から今日の宿岡崎グランドホテルに到着.休む間

もなく今夜の夕食をお世話いただいた岡崎市の国立

生理学研究所へと向う.仲井教授夫人とお嬢様の心づ

くしの大パｰティになり夜9時を過ぎるまでお互い話

題が尽きなかった､引率側としては今日の夕食会でお

互いのmiXingをとの腹づもりであったが野外で口

から泡を飛ばし合った我々一行にはもはやその必要は恋

かったようにも思われる.

7月4目日曜目天気予報では雨が心配されたが

夜のうちに通り過ぎたらしくすばらしい快晴である.

8時30分の集合に遅れる者もなく出発.まず本官山西

方額田町の領家変成岩を見学･ここは岡山大学の浅

見正雄氏と名古屋大学の星野光雄氏により含十字石片

岩が発見された著名な地域である･続いて岡崎市東方

に分布し領家帯に属する武節花闇岩とそれを加工して

いる岡崎石工団地を見学した･武節花開岩は所期の領

家花闇岩に属しK-Ar法Rb-Sr法フィッショント

ラック法で多くの年代測定カミなされている･ここでは

古期領家と新期領家花商岩の活動時期が話題になったが

むしろ多数の関心はたくさんの石工製品に向けられてい

たようである.

今日は休日だというのに正午を1時間半も過ぎてから

ようやく昼食にありついた.それだけ参加者の知識欲

カミすさまじかったに他ならない.昼食もそこそこに一

行は二班に分かれ一部は瀬戸の陶器窯の見学へ一部

は名古屋大学のアイソトｰプセンタｰへ向った.名古

屋大学では地球化学の中井信之教授をリｰダｰとして

本邦最初世界でも2番目というタンデム加速器を用い

た超高感度質量分析装置を開発中である･たとえば炭

素14法による年代測定なら従来の3倍以上も古い10万

年のものがわずか1時間で測定可能であると言う.

その巨大な加速器からデｰタｰが出るのはもう時間の問

題であろう･地球物理の熊沢峰夫教授カ摘発された超

高圧発生装置と地震観測センタｰを見学ののち中井教

授の案内で夕日に黄金の饒が輝く名古屋城天守閣を観

望した.

7月5目今目も快晴8時30分の定刻に名古屋サン

プラザホテルを出発･東名中央道を経由し一路恵

那へ向う･今日の見学の主体は世界最大の火砕流濃

飛流紋岩である.昨日から地質調査所の山田直利課長

が膨大な資料を携えて合流し早くも車窓地質の説明か

行なわれている.更に白波瀬輝夫主研により濃飛全

般にわたる年代論と同位体岩石学が展開され一層フィ

ｰルドヘの期待がつのる一

最初の露頭見学は恵那市西方の阿木川溶結凝灰岩で

ある･ここは濃飛火成活動の初期噴出物を代表し白

亜紀後期の苗木上松花開岩により変成を受けている.

この露頭ではたくさんの本質包有物や外来岩片カミ観察さ

れる.ここでは火砕流とその基盤岩の関係が話題とな

った.長さ100mに及ぶ大露頭をつぶさに見学したの

ち恵那峡大橋へと向う.

ここは木曽川をせき止めた人工湖にかかる大橋で両

岸にそそり立つ苗木上松の粗粒黒雲母花開岩の白い断崖

と松の緑がみごとなコントラストをおりなしている.

はるか湖面をすべるボｰトをながめながら喉を潤おす･

しばし休息の後蛭川の柘植石材石切場に向う｡ここ

では苗木花開岩の上部が採掘されている.2人の石工

さんがドリルで開けた小さな穴に小指ほどのタガネを打

ち込み大きな石材をポンポンと割り出している.御

夫人を含め4～5人が挑戦してみる｡うまく割るのは

カだけではないようである.ここには晶洞が多数みら

れる･その中に生長した鉱物は御夫人方の興味をそそ

ったらしい.炎天下ようやくバスにもどり一路付知

町の上見屋に向う.�
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写真7

苗木花開岩の石切場にて正面は

小井戸由光氏

写真8

地質学者妻の鏡10ポンドノ'ンマｰ

をふるうカリフォルニア工科大学

上見屋は以前から地質屋の常宿として知られた宿であ

る･穐服姿の女将に迎えられ涼風カミ頼をなでる大広

間に通される｡アユの塩焼き朴葉ずし山菜鯉の

洗･一･次々と和思料理が出される.来日以来ほとん

どカ酒洋料理で和風料理への願望が募っていた外国人

勢もやっと願いがかなったようである.しかし名前を

聞か在ければ美咲しい鯉の洗いも説明をうけてノ･タ

と手カミ止まる人もいたようである(アメリカなどで鯉は

汚れた水に住み食用には用いない下等な魚という).

バスの揺れとビｰルの酔いに体をまかせ山田リｰ

ダｰの解説を子守歌と聞きながら約一時間飛騨の国

へ山を越える･飛騨川の河原に下り濃飛流紋岩上部

の高樽溶結凝灰岩を見学する･ここで凝灰岩はた

くさんの石英や長石の自形結晶を含みあたかも石英斑

岩のように見える.しかし濃飛団研による最近10年間

の詳細な研究は外来岩片とともに溶結構造を発見し

これが火山砕層岩であることを明らかにした.

付近の渓流では解禁になったばかりの鮎の友釣カミ行

なわれていたが今年は川水が少なく鮎の発育カミ悪いた

めか魚影は薄く形も良くないという.釣り人に身

ぶり手ぶりで友釣りの詳細を尋ねる人もあれば'とうと

うと流れる清流にうっとりとする砂漠の国からの人も

いた.

7月6日朝めずらしく雲が低くだれ込めている.

今日は自由行動で高山市内を見物する人もいれば西穂

高岳に登る人もいる.61人が路線バスで新穂高温泉に

向う.途中心配された天候も徐々に良くなりバスが

平湯峠にさしかかる頃には北は槍ガ岳から南は御岳に

至る北アルプスがくっきりと姿を現わした.風にそよ

Epstein教授夫人

ぐ濃緑の木々の間に純白の残雪がキラリと光る.ロｰ

プウェｰを乗りつぎ標高2,200mの西穂高口に立つ.

眼前には標高差1,500mの笠ガ岳南壁がそそり立つ.

その大絶壁から採集した石を左手にもち地質調査所の

原山智技官があたかも自分の庭のように説明を展開す

る.思い思いに写真を撮り高山植物とたわむれなカミ

ら遊歩道を一周.ここからは白煙を上げる焼岳も手

がとどくように思える･はるか彼方面穂南稜には岩を

相手のクライマｰが見える･彼らカミ項に立つのは夕刻

であろうか.

約2時間の散策ののち穂高温泉に下り蒲田川の河

原にしつらえられた露天風呂に入る･小笠原流を任じ

つつましやかに風呂に入る我々目本人勢はあけっぴろ

げでおおらかな外国人勢にすべてにわたり圧倒されっ

ぱなしであった｡こうなると温泉水のδ工80がいくら

かなどということは問題とならない.全員子供である.

風呂上りの一杯とともに昼食となる.しばしせせらぎ

の音をききながら休息車で高山に帰る.高山陣屋

目下部民芸館屋台会館などを見学しみやげ物店をひ

やかしなカミら一目を終えた.

7月7日朝は久しぶりの雨降りである.今日は見

学予定も多く朝8時に高山グリｰンホテルを出発.

国道41号線を北上する･霧雨に煙る宮川の流れを左に

.眺めなカミらバスは飛騨帯に入る.ここは野沢リｰダｰ

の40年に亙る研究の本拠地であり解説にも一段と無か

こもる.神岡町を流れる高原川河原に下り飛騨変成

岩類をみる･珪長質のものから苦鉄質･石灰質の岩石

がNE-SW方向に走る.すべての岩石がさまざまな

程度に船津花岡岩類の影響を受けており露頭ですべて�
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写真9山田直利課長の説明に聞き入る参加者

写真10飛騨川河床に露出する濃飛流紋岩上にて

写真!1笠ケ岳をバックに日本アルプ

スの地質を解説する地質調査所

の原山技官.正面は仲井教授

を理解するにはとてつもなく複雑なように思える.し

かし今回ここに参集した同位体地質学者にとってその

解明カミこの上なく興味をそそっているようにも感じられ

る.しかし現在の日本ではこのような複変成作用の

解明に威力を発揮するU-Th-Pb法やSm-Nd法

による研究が進んでおらず残念この上ないことである.

その後上流に移動し船津花開岩類を見学する･やや

あって雨足も繁くなり試料採集もそこそこに皆車の

中に逃げ込む.

バスで日本最大の亜鉛･鉛鉱山である三井金属神岡

鉱業所の栃洞に向う.延々と狭い山道をのぼる.や

カミて乳白色の霧に閉ざされた鉱山に着く.途中人影の

絶えた鉱山住宅カミ散在し学校にも子供の声がたい.

いかに機械による採鉱の合理化が進んだとは言え日本

の鉱業の将来を暗暗裏に物語る雰囲気である･鉱山の

会議室で塚越採鉱課長から鉱山周辺の地質鉱脈の様

子採鉱の状況などについて解説いただいた.鉱山弁

当による昼食の後マイクロバスに乗り切り羽に向か

う.山がたい!表からみるとちゃんと木の生い繁っ

た山だが裏にまわるとガヅポリと空洞である.現在

はすべて露天掘りで以前坑道掘りをした山塊全体をパ

ワｰシャベルで取りくずしている.それぞれ解説を拝

聴し十分に試料を採集した.現在神岡鉱山は見学者

を受け付けておらず今回特別に鉱山内部の見学が許さ

れたことは誠に有意義であったと言える･高山への帰

途国府の古墳と飛騨外縁帯の上広瀬礫岩を見学した.

外国人には発音の類似性から上広瀬礫岩と上麻生礫岩

の混同もみられたようである.ホテノレに帰り採集し

た試料の荷作り国外発送の準備をしたのち夕食を兼

ねたサヨナラパｰティｰを開いた･お互今回の巡検

の感想を述べ合い今回の巡検のために多くを準備した

リｰダｰの人達の労をねぎらった.特にアトラクショ

ンの巌立太鼓は全身に響きわたり一層雰囲気を盛り上

げた.会が終ってからも三々五々連れだって高山の街

中へくり出す人も多かったようである.そして国際間

の同位体地質学の更なる発展を期し4年後の学会開催

地イギリスでの再会を約した.

翌8目一行はバスで名古屋に向った｡昼過ぎには

空港又は駅に着くはずである.筆者は今日から飛騨変

成岩類の試料採集にとって返す.地質調査所でルｰチ

ン化したSm-Nd法やRb-Sr法新らしく開発され

たしa-Ce法により飛騨変成岩類の源岩年代をたたき

出そうと考えている.次回にこの人達がこの中部日本

を訪ずれる時には基盤岩類についてのより詳細な年代論

を展開できるであろう.�



一35一

今回の見学旅行には前記リｰダｰのほかにたくさん

の方々にお世話に溶った｡特に岡崎の国立生理学研究

所の大平課長岡崎石工団地理事長名古屋大学の中井

信之教授柘植石材店の柘植社長三井鉱山の塚越採鉱

課長を始めとする鉱業所の方々にはいろいろと御指導･

御解説をいただいた･ここに記して厚く御礼申し上げ

る.

参加者はすべて外国人であり57名だった.その

中で同伴の夫人は9名だった.国別にみるとアメリ

カ合衆国15名西ドイツ12名オｰストラリア9名カ

ナダ･中国各6名イギリス3名クウェｰト2名メ

キシコ･オランダ｡フランス･韓国各1名で11ケ国から

参加者があった.

以下に簡単に巡検の内容について記し加えて案内者と

して海外の研究者達と交流した感想についても述べたい･

エキスカｰションB(富士･箱根･伊豆地域)

7月3目(土)～6目(火)東京一→富士(初目)

巡検Bは富士山を経由して伊豆半島を一周するどい午前8時に新橋第1ホテルに集合｡案内者と交通公

う主に火山およびそれに伴う熱水系に重点をおいたも杜の英語ガイドで簡単な打ち合わせをすまし参加者達

のであり3泊4目という比較的ゆっくりとした行程がに二台のバスに分乗してもらう.全員スムｰズにほぼ

組まれていた一この巡検の計画および案内は以下の半数ずつ二台のバスに分かれて出発時間8時30分より

5名によって行政われた｡目下部実(富山大理学部)鈴わずか5分遅れで出発.長い梅雨もようやくあけての

木紀夫(東京工業大理学部)大木靖衛(神奈川県温泉研究所上天気に加えてのこの順調なすべり'だしにホッと一安心.

長;箱根地域のみ)倉沢一･宇都浩三(地質調査所)交通分社のガイドがさっそく流ちょうな英語で首都東

新橋第一ホテル

大月｡申紳藩紳東雲⑫

■

河口湖

③

』ホテル丹沢山地

田

■東京湾

横浜

章離

一戸

御殿場奔横須奴

⑩

ホテル⑪あ箱根

噂ジ鮎淵諜

繍芦孤ぴ､

寸雷遥∴ポ｡㌻

⑳一下田

右廊崎

第3図エキスカｰションBの見学コｰス�
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束の案内を始める･その日本人離なれした英語にそ

れまで乏しい英語カを気にし続けていた当方心強い味

方を得たような気がしてにわかに元気づいた･

二台のバスは快調に首都高速から中央高速へと走り

続け予定どおりに談合板のサｰビスエリアに到着.

ここで15分間の小休止をとり一路富士へ･サｰビス

エリアを出て間もなく大月市の手前の猿橋付近で桂川

の右岸に富士山から最も遠くへ流れた溶岩流･猿橋溶

岩カミみえる(見学地点①).そうこうするうち初夏には

珍らしく頂上までくっきり晴れた富士山がバスの正面

に姿をあらわし一同大喜び.

中央高速の富士吉田の出口を出てすぐ第1の見学点

富士ビジタｰセンタｰに到着(②)｡ここには富士山の

溶岩･火山弾･火山灰だとの標本だけでなく富士山周

辺の自然すべてについての解説物カミある･屋上から見

る富士の姿がすぱらしく皆さっそく写真撮影.

河口湖畔のレストハウスで早めの昼食をとった後ス

パノレラインを通って富士五合目へ登る(④)･7月初め

とはいえ富士山五合目はまだまだ寒い.そこへDr.

HarmonDr.Hofmanら4～5名から山頂へ登山した

いとの串し出カミあった.彼らは最初から計画していた

らしく防寒具･登山靴等を準備していたので相談の上

許可をした.十代中ばで渡米して研究生活を送って

いるDr.EmiIto(伊藤エミ)に通訳を兼ねて同行しても

らった.

6名の登山者を残し霧にたちこめる五合目をあとに

鳴沢村の石切場へ向う(⑤)･この石切場は西暦864年

に噴出した青木ケ原溶岩の末端であり新しく地質調査

所の地球化学標準試料と荏るJB-3の採取地である.

同じ青木ケ原溶岩の中にできた天然の溶岩トンネルの

1つ富岳風穴(⑥)を見学をして5時には初目の見学

を終えた･初目の宿泊地河口湖畔の富士ビュｰホテル

は芝生の美しい古風たホテルであり参加者それぞれ

食事前の散歩を楽しんだようである･富士山頂をめざ

したグノレｰプも午後11時頃に無事到着した.

富士一→箱根(2目目)

8時にホテルを出発し山中湖畔を経由して箱根へ向う.

第1の見学場所は富士山東麓の須走にある富士山から1｢

放出された厚い降下スコリア層の切り割りである(⑧).

古富士の黒褐色のスコリア層の中に約22,000年前に南

九州の姶良カルデラから放出された白色のAT火山灰が

厚さ2～3cmの層とたってはさまっているのを見学し

た.AT火山灰の広域対比に同位体比を利用していな

いのかという同位体の専門家らしい質問もあった.

この露頭のすぐ近くの御殿場泥流の堆積物とその上の

1707年に宝永火口から噴出した軽石およびスコリア層の

露頭(⑨)を見たあと箱根に向った.

乙女峠を抜けた料金所の所で箱根の案内者の大木さ

んと合流し芦ノ湖スカイラインを走る｡箱根の内と

外のよく見渡世る展望所にバスを止め大木さんに箱根の

･地質について説明していただく(⑫)･前日に続いての

上天気で芦ノ湖や中央火口丘がよく見渡せる.また

富士･愛鷹･天城の山々･達磨山･駿河湾などのすぱら

しいながめも楽しめた.アジアプレｰトとフィリピン

海プレｰトとのプレｰト境界を指でさし示してr朝食

はアジアプレｰトの上で昼食はこれからフィリピン海

プレｰトの上でとるんだ｣と説明したらまわりの人達

がとても喜んでくれた.

元箱根で昼食をとり箱根関所趾を見学する一そして

遊覧船で芦ノ湖を湖尻まで渡たる･湖尻で再びバスに

乗り大涌谷へと進む｡車中でガイドから長寿の黒タマ

写真12富士山東麓須走の降下スコリア層の露頭(見学地点

⑧).南九州姶良カルデラ起源のAT火山灰を

見学中の参加者達

写真13箱根外輪山西側の芦ノ湖スカイライン展望台で大

木氏より箱根火山の地質の説明をうける(見学地点

⑫)�
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ゴの話があり大涌谷でバスを降りてからさっそく温泉

タマゴに挑戦する人も多かった.大涌谷はかなり霧カミ

ごく

たちこめていたが地獄の所で思い思いの記念撮影カ手盛

んであった(⑮).

大涌谷をその目の最後の見学地点にして宿泊するホテ

ル小涌園に向う･目先での学会期間中から皆ほとんど

和食に接する機会がなかったらしく欲求不満気咲だった

がホテルでの夕食ではすき焼や和定食などの和食を

かっさい

選べるとのガイドのアナウンスに一同大喝采また浴

衣のサｰビスがありとなりの箱根小涌園のジャングノレ

大浴場も利用できるとの説明にも大喜びだった.実際

多くの人か浴衣を着たり日本式の大浴場につかった

りして楽しんでいた.

この目7月4目はアメリカ合衆国の独立記念目に

あたりアメリカからの参加者を中心に夕食後ホテノレ

のバｰでパｰティｰがもよおされた.我々案内者も招

待をうけ夜遅くまで楽しく交歓することができた.

箱根→下田(3目目)

またまた快晴の天気の中いよいよ伊豆半島一周のス

タｰト.箱根中央火口丘の一つの駒ケ岳東麓と箱根峠

でそれぞれ箱根火山の代表的岩石を採取し十国峠を経

て丹那盆地へ入いる･田代という部落の中の火雷神社

という小さな杜を訪れる(⑲).ここは1930年の北伊

豆大地震の際に生じた断層が神社の杜ととりいの間を

走っている.断層は左横ずれ断層であり杜に対して

とりいが北の方へ約20～30cmずれている.ここで全

員の記念写真を撮る･この部落は南北に細長い盆地

の中に位置し畜産カミ感んなようであった.各農家で

は牛が数頭ずつかわれていて皆目本の農家の様子に

強く興味を示していた.

東伊豆スカイラインを東に相模湾南に丹那盆地を

望みながら南へと進む･途中巣雲山の玄武岩の噴石

丘の断面(⑳)を見学し伊東の南のシャボテン公園の

近くのレストノ･ウスで昼食をとる｡昼食後東伊豆単

成火山群中最大の噴石丘である大室山へ行きリフトで

頂上へ登る(⑳)･頂上ではすり鉢状の火口跡の凹地

やところどころに露出する溶結した降下スコリアの露

頭を観察した･また周囲を見わたせば小室山･伊雄

山･遠笠山･矢筈山など他の東伊豆単成火山群の山々や

北の箱根･多賀･宇佐美の各火山カミｰ望でき海を隔て

て伊豆大島と利島を望むことができた.

午後3時すぎには早々とこの目の見学を終え海岸

ぞいを一路この目の宿泊地下田東急ホテルヘ急いだ.

長梅雨の後のせいか7月初旬の伊豆にしてはすずし

いくらいの陽気で快適なバス旅行であった.若手の

女性研究者(とはいっても3gすぎの方だが)から海水は何

度くらいかとの質問22～23℃ぐらいだと思うと返事

すると十分泳げるわねとの御返事.ホテルにプｰル

があるよというと太平洋で泳ぎたいとのたまう.当

方は西洋女性のたくましさに脱帽(ちなみに2～3人の女

性がこの目のパｰティｰのあと月夜の太平洋で泳いだらしい.

その中の1人は初目富士の頂上をきわめ2日目は独立記念

パｰティｰで遅くまでダンスに狂っていた人でそのスｰパｰ

レディｰぶりには圧倒された).最後の夜なので夕食

写真14箱根芦ノ湖の遊覧船にて.中央

のサングラス姿はカナダの年代

学の大家Amstrong教授

写真15

丹那盆地内火雷神社にて.参加者

の記念揮影(見学地点⑲)�
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をかねてサヨナラパｰティｰをやりましょうというと大

拍手一部の人カミ下田でショッピングを楽しみたいとの

希望でパｰティｰは7時開始と決定.あの有名な下

りよう

田子仙寺見学の予定はとりやめにして皆心は水泳･シ

ョッピングそしてパｰティｰへ.

サヨナラパｰティｰは立食パｰティｰだったカミ料

理の内容はかなりぜいたくで会場に入った御婦人方か

ら歓嘆の声しきりだった.一アメリカ人はさすがにパｰ

ティｰ上手で進行カミとてもスマｰトだった.案内者

はゲスト役になり参加者から労をねぎらっていただい

て大感激だった､イギリスの老教授のすばらしいピア

ノ演奏でダンスがはじまった.例のスｰパｰレディか

らファｰストダンスを申し込まれたが踊れない当方

は逃げまわるばかり.皆に冷かされて大いに困惑した.

酔いの醒めた翌日大変失礼な事をしたと大いに反省し

たが後の祭り.ろくに口も聞いてもらえ泣い有様だっ

た･外国人とつき合うにはダンスの一つも踊れなげ

ればと反省材料か1つ一パｰティｰも佳境に入り美

しい芝生の庭に出ると入り江の奥から満月が上り海

がキラキラと輝く･まるで映画の1シｰンのような美

しさであった､一同すっかり酔いもまわって思い

思いの会話が進む.昼間は各国の一流の研究者の人達

とフランクに話をする機会がなかなか持てなかったカミ

薬しい雰囲氏の中でリラックスして会話を楽しむことカミ

できた･研究上での貴重な意見を聞くこともでき有

意義であった.

下田一→東京(最終目)

最終目は一番スケジュｰル的に忙しい目だったのに

ホテル側の朝食時間の都合で出発時間が30分おくれる.

石廊崎を回わった所の冒本ではまれたベイサニトイド

(アルカリ玄武岩の1種)の単成火山(南崎火山)に立ち寄

る(⑳).ここからはまた中新世の白浜層群の中の海底

火山活動の噴出物が切り立った海食崖として露出して

いるのをたがめられた.

マｰガレッドラインを通りいよいよ西伊豆へとバス

は進む.常ケ島の洋ランセンタｰに立ち寄る(⑳).

同伴の御婦人方が大喜びで見学されていたカミ時間が押

せ押せで美しいランの花をゆっくりと楽しんでいただ

けず残念であった.その後宇久須にある東海工業

KK伊豆事業所の珪石処理工場を見学(⑳)･約束の

時間を1時間以上遅れて到着したため工場は昼休みに

入り機械は止まっていたが工場の方はいやな顔もなさ

らず心よく案内して下さる.鉱山へは工場からジｰプ

で小1時間かかるらしく鉱床本体を見られず残念だっ

た.ここをこの巡検の最後の見学地点としていよいよ東

京へ･当初予定していた達磨山を通るコｰスは時間の都

合で断念し船原トンネルを抜けて中伊豆修善寺へ入る･

修善寺で遅い昼食をとりあとは東京までひたすら走り

続ける.昼前よりくもりがちの空になるが初夏には

珍らしく富士だけは頂上までくっきり見え皆大満足だ

った.途中足柄のサｰビスエリアで小休止したが予

定時刻ピッタリの5時半に新橋第一ホテルヘ到着した.

無事旅行をおえることを喜び別れをおしみ荏がらも

再会を約して各々ホテルヘと散っていった.

短期間ではあったが各国の研究者の人達と交流を持

つことカミでき又研究上の意見や情報を交換することが

でき大変有意義な巡検だったと思う.今となって思

えばあそこの露頭も見せれば良かったとかあの露頭

の説明カミ不十分だったとかいろいろ残念に思う点も多

いが背けっこう満足そうだったからまあ良しとしよう

と自からをなぐさめている次第である.

最後に参加者たちとの会話を通していくつかの反

省すべき点に気付いたので今後の同様な巡検を企画実

行する際の参考になればと思い以下に記すことにする.

第一に多くの人達カミ目本式の旅館に泊り和食を食べ

日本風の恩呂に入るというよう校もっと日本の風土文

化に親しむ旅行をしたかったという感想を持っていたこ

とだ.第二に巡検の内容(ホテル･食事等)カミ少々晋

いたくであり費用もやや高かったことだ.内外の特

に若手の研究者達から参加費が高いので残念だが参加

をあきらめたという話を会議中多く聞いた･実際若

手研究者の参加はごくわずかであった.それで日本

式の安い旅館に泊まるような巡検にすれば二つの不満

が一度に解消される狂とと勝手狂事を考えたりもした

カミあとで交通分社のガイドの人とも話をして気付い

たのだが外国人を50人以上も引きうける安い旅館は

そうやたらとたいだろうという事だ｡もう少し日本

人対外国人の比が大きければ日本人参加者が外国人参

加者の面倒をみることでカバｰできるだろうけど今回

のように日本人は案内者だけというのではホテルとは

勝手がまるで違う和風旅館に泊まるのは無理だろうとい

うことだ.そう衣るとやはり一流のホテルに泊まり費

用も高めと匁るのはやむをえない事かもしれ狂い･し

かし沓と違い好んで和食や畳の生活を体験したカミる

外国人が増えているのだから員本体験の旅を計画する

のも一考ではないかと考える.

何はともあれ天候にも恵まれ日程もゆったりとし

ていて楽しい雰囲気の中で巡検を行狂うことができ

案内者一同大いに喜んでいる･東海工業KK:伊豆事業

所の方々には珪石処理工場見学の際に大変お世話に校り

ました.記してお礼申し上げます.�


